
保護司の活動保護司の活動
　全国の刑法犯検挙者数は20年前と比較するとほぼ半減していますが、検挙者数のおよそ２人に１人が再
犯者となっています。そのため、犯罪や非行を繰り返さないよう立ち直りを支える取り組みが求められて
います。
　中でも保護司は、市民が犯罪による被害を受けることを防止し、安全で安心して暮らせる社会づくりに
最前線で携わっています。保護司の更生保護活動を知り、犯罪のない社会には何が大切なのかを考えてみ
ませんか。� Ф健康福祉政策課☎841・1369、Ю841・2470

主な活動内容

保護司とは？

保護観察

　犯罪や非行をした人の立ち直りを地域で支える、法務大臣
から委嘱された非常勤の国家公務員です。社会復帰に励んで
いる保護観察対象者や家族と定期的に面接し相談に応じた
り、犯罪予防活動をしたりする更生保護に取り組んでいます。
給与は支給されず、ボランティアとして活動しています。

令和８年３月末時点
枚方・交野地区の
充足率は約79％

（計95人/定数121）

　更生保護の中心となる活動で
す。犯罪や非行をした人と定期的
に面接します。約束ごとを守るよ
う指導したり、生活上の助言や就
労の援助をしたりして立ち直りを
支援します。

生活環境の調整
　少年院や刑務所に収容されてい
る人がスムーズに社会復帰を果た
せるよう、釈放後に生活する場所
の調査、身元引受人との話し合い、
仕事の確保など、必要な受け入れ
態勢を整えます。

　更生保護について地域社会の理
解を求めるとともに、犯罪や非行
を未然に防ぐため、毎年７月の「社
会を明るくする運動」での啓発や、
小中学校で薬物乱用防止教室など
を実施しています。

犯罪予防活動

再犯者の割合は
約２人に１人※

※令和７年版「再犯防止推進 
白書（法務省）」より

令和６年
刑法犯再犯者率

46.2％
(全国)

市内の保護司
（男女計）

79人
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考えてみませんか？

孤立を防ぎ�孤立を防ぎ�
立ち直りを支える立ち直りを支える

特集
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７月は「社会を明るくする運動」強調月間・「再犯防止啓発月間」

「社会を明るくする運動」式典・講演会
　「社会を明るくする運動」とは、全ての人が、犯罪・非行の防止と罪を犯した人たち
の更生について理解を深め、犯罪や非行のない明るい地域社会を築こうとする全国
的な運動です。
　今年度の標語は「『やり直せる』　その強い思いが　人を変える」。落語家で天台宗
僧侶の 露の五九洛（つゆのごくらく）さんが「一隅を照らす　自分の持ち場で一生懸
命」をテーマに講演。関西外国語大学吹奏楽部・チアリーダー部のアトラクションも。
	 　�７月１日㈬午前10時、総合文化芸術センター 関西医大 大ホール。無料。 

先着500人。当日直接会場へ。
　Ф枚方・交野地区保護司会事務局（社会福祉協議会内）☎807・3017、Ю845・1897

Q. �保護司になったきっかけは？
A. 地域活動によく参加していた中で、先輩保護司に誘わ
れたことがきっかけです。当初は保護司のことをあまり分
かっていませんでしたが、先輩から更生保護についての話
をよく聞かせていただくうちに、やってみようという気に
なり引き受けました。

Q.これまでの活動で印象に残っていることは？
A.担当していた青年が、自分で見つけてきた就職先で順調に働いてい
ると話していましたが、実際には給料をもらえていなかったということ
がありました。すぐに別の職場を紹介し、今でもその職場で頑張って働
いています。接するうちに良い表情になっていくのを見ると、力になれ
て良かったとうれしくなりますね。もし、あのまま給料をもらえなかっ
たらと考えると…。対象者が１人で立ち直る難しさを実感しました。

Q. �更生保護について知ってもらいたいことは？
A.犯罪をなくし、誰もが安心な地域社会をつくるためには、更生の機
会が大切ということを理解し見守っていただければと思います。「社会
を明るくする運動」をはじめ、保護司を含めた更生保護の活動を知って
もらえるイベントにも「来てよかった」と思ってもらえるように取り組
んでいますので、気軽に参加して関心を持っていただけるとうれしい
ですね。保護司は簡単な役割ではありませんが、保護司同士がつながり
をつくり、困ったときは助け合える関係づくりをしています。気になる
ことがあれば、サポートセンター（左記参照）にご連絡ください。 

Q. ‌�保護観察対象者と接する上で
大切にしていることは？　

A. 目の前の人と誠実に向き合うことです。もちろん償い
のための厳しさは必要で、自分で取れる責任は取るべきで
す。一方で実際に対象者と接していると、真面目な人が多
いように感じます。犯罪や非行に至った理由は一人一人異
なることは常に意識していますね。それぞれの背景をひも
解くと、周囲に言われるがまま犯罪に加担していたり、深
く傷つけられていたりすることもありますので、その人自
身をよく見て優しく受け入れるようにしています。

　枚方・交野地区更生保護サポートセン
ター（ひらかた）へお問い合わせを。
住 所	� 枚方市岡東町12-1-201号 

（ひらかたサンプラザ1号館2階）
電話など	 ☎846・6705、Ю846・6709
休 館 日	 月曜・金曜、年末年始など
開館時間	 午前10時～午後４時

保護司になるまでの流れ
保護司候補者検討協議会から適任者の報告

保護司会として意見を添えて国へ推薦

保護司選考会の審議を経て委嘱

保護司に関心がある人へ

保護司に聞きました
interview

枚方・交野地区枚方・交野地区
保護司会会長保護司会会長
清水　和明さん清水　和明さん
保護司歴：20年保護司歴：20年

日時など
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